
特集  "選ばれる"入試～全入時代の入試戦略

取材・文／本間学　撮影／根津菜美

　本
学
は
10
学
科
24
コ
ー
ス
を
擁
す

る
総
合
芸
術
大
学
で
す
。
入
試
の
特
徴

は
、
受
験
生
が
各
コ
ー
ス
の
授
業
を
受

講
し
た
う
え
で
出
願
す
る
「
体
験
授
業

型
入
試
」
を
設
け
て
い
る
こ
と
。
本
学

の
入
試
の
中
で
最
も
早
い
時
期
に
実
施

す
る
総
合
型
選
抜
で
、Ⅰ
期
と
Ⅱ
期
を

合
わ
せ
て
募
集
人
員
の
60
％
を
割
り
当

て
て
い
ま
す
。

　こ
の
形
の
入
試
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
発

想
で
20
年
以
上
も
前
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。
狙
い
は
受
験
生
と
本
学
の
学
び

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
。
芸
術
大
学
の
学
び

は
独
特
で
、
実
技
や
ワ
ー
ク
を
通
し
て

教
員
や
他
の
学
生
か
ら
刺
激
を
受
け
な

が
ら
深
め
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た
授

業
へ
の
適
性
や
成
長
可
能
性
は
ペ
ー

パ
ー
テ
ス
ト
だ
け
で
は
測
り
に
く
く
、

受
験
生
も
「
絵
が
好
き
だ
か
ら
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
へ
」
な
ど
、
イ

メ
ー
ジ
で
判
断
し
が
ち
で
す
。
3
コ
ー

ス
ま
で
併
願
可
と
し
て
授
業
体
験
後
に

最
適
な
１
コ
ー
ス
を
選
べ
る
よ
う
に

し
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
も
防
い
で
い
ま
す
。

　体
験
授
業
で
は
、
専
任
教
員
全
員
が

試
験
官
に
な
り
ま
す
。
合
否
は
、
課
題

に
対
す
る
作
品
と
完
成
ま
で
の
プ
ロ
セ

ス
、
意
欲
、
態
度
な
ど
を
評
価
し
て
総

合
的
に
判
断
し
ま
す
。
例
え
ば
、
私
が

所
属
す
る
文
芸
表
現
学
科
は
「
読
む
、

書
く
、
聞
く
、
話
す
」
が
テ
ー
マ
。
受

験
生
は
課
題
を
読
み
、
レ
ポ
ー
ト
を
書

き
、
実
際
の
授
業
さ
な
が
ら
に
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
ま
す
。
エ
ン
ト
リ
ー

し
た
一
人
ひ
と
り
の
適
性
を
見
極
め
る

に
は
、
評
価
ツ
ー
ル
が
あ
る
も
の
の
時

間
が
か
か
り
、
教
員
の
協
議
が
深
夜
ま

で
続
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　体
験
授
業
型
入
試
は
、
そ
れ
で
終
わ

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
験
授
業
で
の

合
否
判
定
が
出
て
か
ら
出
願
す
る
流
れ

で
、
そ
こ
か
ら
は
専
願
で
す
。
合
格
者

は
、入
学
前
に
「
0
年
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
受
講
し
、
登
学
日
に
も
大
学
の
授
業

に
参
加
す
る
ほ
か
、
基
礎
教
養
の
課
題

や
観
察
力
や
表
現
力
を
磨
く
課
題
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

　全
教
員
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
授
業
理

解
を
重
視
す
る
の
は
、
入
学
後
に
ド

ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
す
る
学
生
が
出
な
い
よ

う
、
入
学
前
の
段
階
で
手
を
か
け
る
の

が
両
者
の
た
め
だ
と
い
う
思
い
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。

　学
生
募
集
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
か
ら
一
連
の
流
れ
に
し
て
い
ま
す
。

一
般
的
な
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
年

２
回
の
み
。
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
に
よ
り
、
体
験
授
業
型
や
卒
業
制
作

展
を
同
時
開
催
す
る
小
規
模
な
タ
イ
プ

を
数
多
く
実
施
し
て
い
ま
す
。
参
加
者

を
増
や
す
ま
で
は
職
員
の
仕
事
、
出
願

に
つ
な
げ
る
の
は
教
員
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
。
教
員
が
参
加
者
に
、
本
学
の
教
育

に
対
す
る
理
解
を
促
し
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
志
願
者
数
は
２
０
１
６
年
か

ら
４
・
７
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

　近
年
、
高
校
の
探
究
活
動
で
は
、
デ

ザ
イ
ン
思
考
や
ア
ー
ト
思
考
、
芸
術
鑑

賞
を
通
じ
た
協
働
的
な
学
び
が
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
高
大
連
携

に
も
力
を
入
れ
、
探
究
支
援
に
つ
な
が

る
講
演
や
教
員
研
修
を
年
間
1
0
0
校

以
上
で
実
施
。
こ
れ
ら
を
き
っ
か
け
に

全
国
の
高
校
現
場
で
の
さ
ら
な
る
認
知

拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　体
験
授
業
型
入
試
に
は
大
変
な
労
力

が
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
大
学
が
責

任
を
持
っ
て
学
生
を
成
長
さ
せ
、
社
会

に
送
り
出
す
た
め
に
は
、
入
試
以
前
か

ら
の
教
員
の
関
わ
り
が
重
要
で
し
ょ

う
。
今
後
は
入
学
前
後
の
デ
ー
タ
検
証

を
進
め
、
こ
の
入
試
の
マ
ッ
チ
ン
グ
精

度
を
上
げ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
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体験授業を通して24コースの各教育に対する適性を入試で判定する京都芸術大学。
20年以上前からこの入試に取り組む狙いと、学生募集の工夫を学部長に聞く。

京都芸術大学

思い込みのコース選択を防ぎ
伸びしろを見る体験授業型入試

CASE  STUDY
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体験授業型入試Ⅰ期
体験授業型入試Ⅱ期

エントリー結果（出願可否）発表
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試験（体験授業）

0年生プログラム受講
（入学許可前提）
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　京都芸術大学は社会のニーズと受験生の動向をキャッチして、毎年のよう
に学科の定員調整、コース再編を行っている。2024年度は美術工芸、プロダ
クトデザイン、環境デザインなど6学科で定員増。情報デザイン学科はゲームク
リエイション、映像クリエイションの２コースを新設した。同学科は2024年度か
ら4つのコースを横断して学べる「超域プログラム」を導入。学生はコースの枠
組みを超え、興味や能力に合わせて授業を履修することが可能になった。
　2024年度からは全学的に新カリキュラムが始動。社会で複合的なスキルが
求められていることを背景に、副専攻を設けるのと同時に、授業時間を80分から
100分に変え、クオーター制にした。週複数回の授業と余裕のある時間割によっ
て密度の濃い学修ができる。矢継ぎ早の改革について河田学部長は言う。「教
職員には『未来の芸大をつくりましょう』と言い続けている。本学は実務家教員が
多く、社会変化に対して敏感で、教職協働の組織風土もある。スピード感を持っ
て学びの環境と内容の両面の拡充を図り、受験生と社会の期待に応えたい」。

2025年度入試「体験授業型入試Ⅰ期」の流れ

＊1 情報デザイン学科と他学科を受験する場合は最大６コース

キャンパス／京都府京都市　学生数／20,376人　創立／1991年
建学の理念／芸術と哲学によって、新しい人間観、世界観の創造を目指す。　
学部／芸術（美術工芸、情報デザイン、キャラクターデザイン、プロダクトデザイン、空間演出デザイン、環境デザイン、映画、舞台
芸術、文芸表現、こども芸術）　
大学院／芸術 CASE  STUDY

注目！

各学科のコースと
受験日程を選ぶ

3

1

2

受験票のダウンロード・印刷

9

8

7

6

エントリー

A～C日程があり、１日１コース受験すると
３コースの併願が可能＊1

  Aインターネットでエントリー
  Bオープンキャンパスでエントリー

名称

体験授業型入試Ⅰ期
体験授業型入試Ⅱ期
面接型入試Ⅰ期　
面接型入試Ⅱ期　
科目選択型入試Ⅰ期　
科目選択型入試Ⅱ期　
大学入学共通テスト利用型入試Ⅰ期
大学入学共通テスト利用型入試Ⅱ期
指定校推薦（高大連携協定校）

体験授業（志望するコースの授業を１日受講）
50%

10％

若干名

若干名

10％

10％

5％

若干名

若干名

※公募制推薦は
　設けていない

試験内容 募集人員

鉛筆デッサン、小論文、国語／英語から最大２科目

大学入学共通テストの結果
（7教科の本学指定科目から２科目以上受験、高得点２科目を採用）

体験授業、調査書、面談 ※評定平均値は高校によって異なる

・「出願可」の受験生
→出願手続へ。複数コースで「出願可」の場合、
　進学するコースを１つ決めて出願する。

・「出願不可」の受験生
→体験授業型入試Ⅱ期以降の入試にチャレンジ。

第1回登学日

第2回登学日

2024/12/1（日）

2025/2/8（土）～16（日）

エントリー結果（出願可否）発表

出願手続※ここからは専願（辞退不可）4

5

試験（体験授業）

0年生プログラム受講
（入学許可前提）

合格発表

入学手続

入試の種類

指定日に登学して授業に参加するほか、
大学での学修に必要な基礎を養うため
「教養基礎課題（第1課題・第２課題）」
「表現基礎課題」を提出する。

受験票発行通知メールを送付。各自ダウン
ロードして印刷し、体験授業当日に持参。

個人面接（オンライン）  ①課外活動型  ②表現型（ポートフォリオ）
③表現型（デジタルクリエイション）  ④英語外部試験利用型  ⑤離島在住者対象型

以下の２つから選択。

各コースで実施。
専任教員全員が試験官。
熱意や挑戦する姿勢、
伸びしろなどで
合否（出願可否）を判定。

C日程
9/15（日）

A日程
9/13（金）

B日程
9/14（土）

学科別入学定員

※2024年度、アートプロデュース、歴史遺産は美術工芸に統合。
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美術工芸
キャラクターデザイン
情報デザイン
プロダクトデザイン
空間演出デザイン
環境デザイン
映画
舞台芸術
文芸表現
こども芸術
アートプロデュース
歴史遺産

合 計

学 科
入 学 定 員

2023年度 2024年度

受験生と社会のニーズを敏感にくみ取り
“未来の芸大をつくる”ための改革を実行中

志望コースの授業を体験


